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１ 大分県企業局とは

（１）大分県企業局

・大分県が経営する地方公営企業（一般会計とは別に特別会計を設置）

・地方公営企業が行う事業は、水道事業、病院事業、下水道事業等

・大分県企業局では、本県の豊かな水を活かし、電気事業と工業用水道

事業を実施

事業内容事業名

地域開発の一環として発電所を建設し、その発
生電力を企業等に供給する。

電 気 事 業

大分新産業都市区域内の企業に工業用水を供給
する。

工業用水道事業

＊「大分県公営企業の設置等に関する条例」から引用

（２）地方公営企業の基本原則

・地方公営企業の特徴

○利用者が支払う料金によってその経費がまかなわれる

・経営の基本原則（地方公営企業法第３条）

○企業の経済性の発揮

○公共の福祉の増進

２ 企業局事業概要

（１）電気事業の概要

・昭和２７年に大野川発電所の運転を開始

・大野川発電所をはじめ、１２の水力発電所と１つの太陽光発電所で発電

を実施

・発電した電気は、九州電力及び九州電力送配電へ売電

（２）工業用水道事業の概要

・大津留、判田浄水場で浄水した工業用水を３系統の送水ルートにより

企業群に供給

・契約水量は、４９事業所、一日あたり５６３，３８０㎥

（給水能力の９９．９％）

※給水能力：５６４，０００㎥

・水道料金は責任水量制（契約水量全量を買取）を採用

発電に加え、公共の福祉の増進を目的に関係者と連携し、以下の業務を実施

○芹川ダム、北川ダムにおいて洪水調整などの治水業務

○別府市への上水道原水の供給

○土地改良区等へ農業用水の供給

３系統の送水ルートのメリット

○災害や事故の際に１系統が機能不全に陥っても、他のルートから給水可能

○平時でも相互補完機能を活用し、給水を継続したまま点検・補修等が可能

2



2

電気事業施設位置図

芹川ダム

北川ダム

大 野 川 発 電 所

芹 川 第 一 発 電 所

芹　川　ダ　ム

松岡太陽光発電所

北 川 発 電 所

北　川　ダ　ム

別 府 発 電 所
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工業用水道布設概要図

大津留浄水場

判田浄水場

白滝取水口

至 敷戸

至 犬飼

TOTOアクアテクノ

旭 化 成　外

判田浄水場

白滝取水口

大津留浄水場 大野川松岡水管橋

乙津川水管橋 三佐配水ポンプ場 大野川鶴崎水管橋

大分市横尾浄水場大分市横尾浄水場

大津留浄水場

判田浄水場

白滝取水口

国道１０号
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３ 大分県企業局経営戦略について

（１）目的

・企業局の現状と課題を踏まえ、今後の企業局のあるべき姿を展望し、

それを実現するための指針となる「企業局経営戦略」を策定すること

で、経営の安定や事業の発展を図り、 持続可能な経営基盤の確立を

目指す。

（２）計画期間

・平成３０年度から令和９年度までの１０年間

（３）計画体系

・経営戦略＋アクションプラン(具体的な実行計画)の二本立て

アクションプラン
（R8〜R9）

アクションプラン
（H30〜R3）

アクションプラン
（R4〜R7）

大分県企業局経営戦略（H30〜R9）

（４）経営理念

大分の豊かな水を活かし、地域を支える

・大分県企業局は、豊かな水を活かしてクリーンな電力と低廉で

質の高い工業用水を安定的に供給するとともに、上水道原水や

かんがい用水を守り、また多目的ダムの管理などにより洪水防止や

良質な河川環境を維持する役割を果たし、さらには県政貢献など

により、県経済の振興や地域社会の発展にも寄与します。

・県民から信頼される地方公営企業として、将来にわたり地域を

支え、県民・地域とともに歩んでいきます。

Road to Evolution ～進化のための10年間～

・計画期間を「進化のための１０年間」と位置づけ、電気事業及び

工業用水道事業の今後５０年間の安定経営のため、投資を加速します。

経営理念実現のための３つの柱

○効率的・効果的な経営の実現

○安定的なサービスの提供

○地域社会への貢献、県民福祉の向上
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４ 組 織

（１）組織図（令和８年４月１日）

総 務 調 整 班

経 営 企 画 班

契 約 管 財 班

出 納 決 算 班

発 電 管 理 班

工業用水管理班

土 木 施 設 班

リニューアル推進
第一班

リニューアル推進
第二班

総 合 制 御 部

発 電 管 理 部

ダ ム 管 理 部

工業用水道管理部

施 設 管 理 室

総 務 課

工 務 課

総合管理センター

企業局長

公営企業
管理者

（本局:新館４階）

（本局:新館４階）

（大分市下判田）

合計機械電気土木事務所属／職種

１１局長

（本局）

１１理事

１７２１５総務課

２３２１０１１工務課

４２２１２１２１６計

１１センター長

(事業所)
総合管理
センター

１６１１５総合制御部

１８２１６発電管理部

２０４２１４ダム管理部

１１２７２
工業用水道
管理部

４１３施設管理室

７０１０４４１６計

１１２１２５６２８１６合 計

（２）所属別職員数一覧（令和８年４月１日）

理事
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１ 収益的収支 ２ 資本的収支

（税抜）純利益 △238,438千円

【単位：千円（税込）】 【単位：千円（税込）】

支　出 収　入

１ 営業費用 3,045,122 １ 営業収益 3,462,919

職員給与費 869,803 電力料 3,368,556

修繕費 616,483 営業雑収益 94,363

委託費 314,083

減価償却費 752,271

その他経費 492,482

２ 財務費用 46,951 ２ 財務収益 57,000

３ 事業外費用 9,741 ３ 事業外収益 206,645

雑損失 9,741 長期前受金戻入 7,130

消費税還付金　 166,673

雑収益 32,842

４ 特別損失 504,615 ４ 特別利益 300

５ 予備費 10,000

計（Ａ） 3,616,429 計（Ｂ） 3,726,864

収支差額（Ｂ）－（Ａ） 110,435

支　出 収　入

１ 建設改良費 4,145,597 １ 企業債 3,022,000

２ 企業債償還金 453,814 ２ 負担金 53,680

３ 投資その他の資産 3,000 ３ 投資償還金 814

４ 繰出金 70,000

５ 予備費 10,000

計（Ａ） 4,682,411 計（Ｂ） 3,076,494

収支差額（Ｂ）－（Ａ）

過年度分損益勘定留保資金　等 1,535,917

地域振興積立金 70,000

△ 1,605,917

補てん財源

５－１ 令和８年度当初予算（電気事業）
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２ 資本的収支１ 収益的収支

（税抜）純利益 △655,283千円

【単位：千円（税込）】 【単位：千円（税込）】

支　出 収　入

１ 営業費用 2,812,755 １ 営業収益 2,274,894

職員給与費 548,950 給水収益 2,264,641

修繕費 368,984 その他営業収益 10,253

委託費 251,637

動力費 672,267

薬品費 94,020

減価償却費 811,998

その他経費 64,899

２ 営業外費用 23,221 ２ 営業外収益 284,810
支払利息及び企業債

取扱諸費
14,176 受取利息及び配当金 34,900

雑支出 9,045 長期前受金戻入 144,344
消費税及び地方消費

税還付金 71,711

雑収益 33,855

３ 特別損失 187,817 ３ 特別利益 300

４ 予備費 55,000

計（Ａ） 3,078,793 計（Ｂ） 2,560,004

収支差額（Ｂ）－（Ａ） △518,789

支　出 収　入

１ 建設改良費 1,859,204 １ 企業債 1,480,000

２ 企業債償還金 53,449 ２ 補助金 4,000

３ 予備費 10,000 ３ 負担金 285,197

４ 投資償還金 143

計（Ａ） 1,922,653 計（Ｂ） 1,769,340

収支差額（Ｂ）－（Ａ）

補てん財源 153,313

△153,313

過年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額

５－２ 令和８年度当初予算（工業用水道事業）
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至 久住

至 挾間

由布高校

芹川ダム

③ 発電所集中監視制御機器の更新
［大分市︓総合制御部］

芹川第一発電所

① 発電所リニューアルの推進
［由布市︓芹川第一・第二発電所］

② 芹川第三発電所
水車発電機オーバーホール工事
［大分市︓芹川第三発電所］

芹川第二発電所

６―１ 令和８年度重点事業（電気事業）
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大津留浄水場

①小池原接合井耐震補強工事
〔大分市小池原〕

③水質計器更新工事
〔大分市大津留・大分市下判田〕

②判田浄水場脱水機更新事業
〔大分市下判田〕

判田浄水場

小池原接合井

６―２ 令和８年度重点事業（工業用水道事業）

10


